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学校再開に関する本校ガイドライン（概要） 

改めまして，今年度も本校の教育活動へのご協同・協働よろしくお願いします。 

新型コロナウイルス感染症猛威の中，３月からの臨時休業の実施にご対応いただき，感謝申し上

げます。 

さて，本校では，学校再開基本方針といたしました「学校・家庭・地域の知恵と力を合わせて」

可能な限りの対策を取り，児童・教職員・保護者・地域関係者全員の安全と安心の確保に努めてま

いります。そのうえで，心のケアや学力向上に尽力していきます。 

つきましては，現時点での新しい学校生活の仕方についてのガイドライン（概要）をご理解の上，

今後ともご協同・協働いただきますよう，よろしくお願いします。 

また，児童用の資料もあります。ぜひ，ご家庭でお子さんと一緒に確認してください。 

なお，状況に応じて日々変更があることはご承知おきください。その都度，ご連絡いたします。 

 

         「保谷第二小学校の新しい生活」 

  

保谷第二小学校では、通常の学校生活に慣れる

とともに、「新型コロナウイルスに感染しないための

生活の仕方」を児童が自ら実践することができるよ

う指導していきます。 

 

  
【ご家庭での準備】 
① 清潔なハンカチ・ティッシュ（身に付ける） 
② マスクまたは代用品着用（必ず記名） 
③ 予備マスクまたは代用品を１枚ランドセルに入

れておく。 
④ マスクまたは代用品を外した時にしまうための袋

（布製かビニール製など） 
⑤ マスクまたは代用品を捨てるときに使うビニール

袋 
汚れた場合等、自分でビニール袋に入れ、

専用のごみ箱に捨てるよう指導します。 
⑥ 検温および健康観察カードへの記録 
ご家族の健康状態についても記録をお願いしま
す。 

⑦ 水筒（中身はお水か麦茶。感染予防実施期
間の熱中症対策としてスポーツ飲料も可。） 
水飲み場の「密」の緩和につながります。ご協
力をお願いします。 

⑧ バランスのよい食事や十分な睡眠 
ご家族の健康にもご留意ください。 

 



  

【登校】 

① 状況に応じて、プール側・体育館側の門を使

用します。 

② 挨拶の声を控え、会釈を推奨する。 

③ 校庭で学級ごとに間隔を空けて並び、密を避

ける。 

④ 会話を控える。 
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【入校】 
① 校前に検温とマスクまたは代用品の着用を確

認します。 
・検温未実施の児童は、昇降口にて検温し、カー
ドに記録の上、担任へ報告します。ご家庭へも

通知いたします。 
・マスクまたは代用品を忘れた児童には、学校から
貸し出します。貸出カードにてお知らせしますの
で、新しいものを返却してください。 

②学年で決まった階段を使い、教室へ移動する。
友達を待つことや会話を控え、速やかに行動す
るよう指導します。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
【教室での準備】 
①自分の席に荷物を置く。 
②すぐに手洗いうがいをする。 
水飲み場では、床の印の所に並び、密を避け
る。 

③ 学習の準備をする。 
④ 健康観察カードを机上に置き確認する。 
⑤ 先生の指示による課題を行う。 

会話を避け、静かに待つよう指導します。 
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【授業中】 

① 教員も児童もマスクまたは代用品を着用する。 

② 学習の方法を工夫します。 

③ 決められた席に座る。 

可能な限りの間隔を空けて配置しています。 

④友達との物の貸し借りを禁止とします。 

⑤人のものに触る行為を禁止とします。 

⑥ なるべく多くのものに触れないよう指導します。 
 

学習形態により、児童との距離や発声の仕方

を工夫したり、必要に応じでフェースシールドを使用

したりし、教職員も感染防止に努めます。 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

【下校】 

① 教員の指示により、数名で順番に教室を出

る。 

② 廊下で友達を待たず、すぐに昇降口へ進む。 

③ 正門から気を付けて帰る。 

④ 「さよなら」のあいさつも、笑顔や会釈で伝える。 

⑤ 下校のときも、できるだけマスクまたは代用品を

着用する。 

熱中症予防などを考慮し、体調に合わせて調

整するよう指導します。 

【下校後】 

①家に着いたら手洗い・うがいをする。 

②布マスクは、その日のうちに洗濯する。 

③学校で勉強したことの復習や宿題をする。 

④翌日の準備をして、気持ちよく一日を終える。 

 

  

【トイレの利用】 

①原則として、学年で決まった場所を使用する。 

②床の印の所に並び「密」を避ける。 

③個室の前で待たない。 

④女子は、なるべく洋式トイレを使用する。 

⑤洋式トイレは、ふたを閉めてから流す。 

飛沫が飛ばないよう意識をもたせるよう指導 

します。 
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【手洗い・うがい】 

① 原則、学年で決まった水飲み場を使用する。 

② 床の印の所に並び「密」を避ける。 

③ 石鹸を使い、正しい方法で洗う。 

 石鹸ネットの泡もきれいに流すよう指導します。 

④ 登校した時、トイレ後、そうじ後、体育の前後、  

長い休み時間後、給食の前後  

みんなで使うものや特別教室を使用した後な

ど、活動の前後で必ず洗うことを意識させます。 
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【休み時間】 
感染レベルや地域の状況を考慮しながら、徐々に
休み時間の活動範囲を広げていきます。 
①学年や学級で、校庭や図書室を使う日を決め
ます。 

②水道も決められた場所を使う。 
③できる遊びや図書室の使い方についてのきまり
を守って安全に遊ぶ。 

④どのような場合でも、人との間を広くとる。 
危険な様子が見られたら、教員が対応します。 

⑤休み時間を利用しリフレッシュする。 
⑥活動後は、手洗い・うがいを忘れずに行い、 
時間を守って教室にもどる。 

⑦原則、休み時間もマスクまたは代用品を着用す
る。 

  熱中症の予防を考え、調整するよう配慮しま
す。また、マスクまたは代用品を外した際は、感
染防止を考えた行動をするよう指導します。 
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【給食】 
しばらくは、食器の数を減らし、できるだけ簡易な配
膳の給食です。基本的にスプーンで食べられる献
立を工夫します。 
① 手洗いを徹底する。 
給食当番は、連続２回手洗いするよう指導しま
す。 

② 自分の給食は自分で取りに行く。 
③ 全員同じ方向を向き、黙って食べる。 
④ 下記の物を毎日持参する。 
・ランチョンマット ・口ふきタオル 
・マイスプーン・マスク（当番の時） 
マスクは、授業中などに付けているマスクとは違
うものを用意します。 
スプーンは、学校のものを使うこともできます。その
際、かごに入ったスプーンを自分で取ります。な
るべく他のスプーンに触らないよう指導します。 

⑤給食袋は、必ず毎日持ち帰り、翌日は清潔なも
のを用意する。 

 

  
【保二小全員の心を大切にするために】 
新型コロナウイルスに感染した方、治療に当たっている医療関係
者や社会のために働いてくださる方やその家族、海外の人などに対
して、差別やいじめ、ＳＮＳ等での誹謗中傷があってはなりません。 
周りに差別やいじめをする人がいたら、一緒になって人を傷つける
行動をしないよう指導します。 
周りで不安を抱えている人を見かけたら、優しく声をかけるなど、み

んなで一緒に支えてあげる気持ちを育てます。 
また、もし心が傷ついたときは、ひとりで悩まず、すぐに家族や友

達、教職員など、信頼できる人に相談するよう伝えていきます。 
直接相談しにくいときは、話を聞いてくれる電話相談などの相談

窓口も利用できることを伝えます。 
だれもが自分も他人も大切にし、だれもが安心して過ごせる保二

小を作るよう指導します。ご家庭、地域でもよろしくご指導ください。 

 


